
場の設定

Ⅱ「音楽づくり」につながる常時的な活動 ｜ 幼保小をつなげる音楽あそび

「うごいて あそんで」

・体を動かしながらあそび歌を歌い、拍やリズムの特徴に気付いたり、即興的にリズムをつくったりする。
・世界のあそび歌に親しみ、友達と一緒に音楽活動を楽しむ。

育てたい力

・自由に体を動かすことができるよう、スペースのある場所で行う。

・机のある教室では、机を後ろに下げたり廊下に出したりして、広い空間をつくる。

・机を動かせない場合、手足を動かすときに、けがをしないよう十分注意する。

教材・教具

推奨学年：

●歌詞を投影できる電子黒板や実物投影機、または掲示用歌詞カード

●タンブリン、すず、カスタネット、トライアングルなど身近にある打楽器

活動内容

１ 体を動かしながら「セブン ステップス」（教科書P.10）を歌う
音源（鑑賞用CD）に合わせて体を動かしながら歌い、オリジナルの手合わせをつくってあそぶ。

「セブン ステップス」を聴きながら歌を覚え、日本語や英語で歌ったり、ペアで手合
わせをしたりしてあそぶ。

1

幼稚園や保育園で歌ったことのある友達もいますね。知らなかった友達に教えてあげ
るつもりで、音楽をよく聴きながら日本語や英語で歌ってみましょう。「One, two, 
three, four,...」と言えるかな。

英語でも歌えました。隣の友
達の声もよく聴こえました。

幼稚園でも歌ったことがありま
す。二人で手を合わせて歌ったね。

幼保
第１学年~

第１学年 P.10「セブン ステップス」
●教科書の紙面や二次元コード

－ 1 －



1、3、５、7：自分で手拍子を打つ
2、6：右手どうしで手合わせ
4：左手どうしで手合わせ
・はお休み（両手をグーにする）

ペアになり教科書の挿絵や二次元コードの動画を見て、体の動きを覚え、その動画
に合わせて体を動かしながら歌う。

2

二次元コードの動画に合わせて、速度を遅くしたり速くしたりして楽しむ。3

＜子供のつくる手合わせの例＞

＜踊り方の例＞

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

二人で７回手合わせをする

二人で手をつないで腕を左右に振る 二人で手をつないで腕を上下に振る

前半は自分の膝を３回打ち、
後半は二人で手拍子を３回打つ

・子供たちは速く表現したがりますが、歌と動きが音楽に合っているかどうか確かめな
がら表現することが大切です。そのために、ペアで交互に体を動かして見合ったり、
心の中で歌を歌いながら動きだけで表現したりして、音楽－歌－動きが一致している
かどうか確認し合う場をつくり、学級全体が楽しめる速度を選択できるようにします。

ポイント

ペアで体の動きを考え、オリジナルの手合わせをしながら歌う。4

＜あそび方の例＞

学級全体で円をつくり、歌いながらあそぶ。5

手合わせを基に動きを考えて自分たちの「セブン ステップス」にしましょう。さあ、
どんな手合わせになるかな。幼稚園のときに覚えた動きもあるかもしれませんね。二
人で思いつかなかったら、隣のペアと一緒につくってもいいですよ。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

ペアで向き合い、左の手のひらを上に向け、
右手で自分の左手から相手の左手を交互に打つ
・はお休み（両手をグーにする）

前半は自分の膝を３回打ち、後半は手拍子を３回打つ
・では止まる

手をつないでその場で一回りする
・で止まる

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

反時計回りに歩き、・で回れ右をする

前半は自由に膝を３回打ち、
後半は両隣と手合わせをする

自由に動く※

（その場で一回りする、隣と手合わせをするなど）
※歌う前に動き方を隣の友達と相談しておくとよい。

時計回りに歩き、・で円の内側を向く

◯内の数字は、歌詞を表しています（以降、同様）
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２ 「セブン ステップス」で、数字抜きゲームをする
心の中で歌う部分をつくったり、手（足）拍子や楽器で打ったりすることにより、拍を意
識して表現する面白さを感じ取る。

歌詞の「１～７」から歌わない数字を選び、その部分で歌う代わりに手（足）拍子や
楽器で打って歌あそびをする。

1

＜「２」を歌わず手拍子で表す例＞

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

では、「２」を抜いて英語で歌ってみましょう。抜いたところには手拍子を入
れます。音源（鑑賞用CD）では、音楽がだんだん速くなっていましたね。音
楽に合わせて自分で考えた動きをしながら、とてもよく歌えていたので、その
調子で歌ってください。ただし、今度は、歌わない数字があるので、気を付け
てくださいね。みんなの手拍子がぴったり合うと気持ちいいですね。

2）歌わない数字を選び、その部分では手拍子や足拍子を入れてあそぶ。

1）声を出さずに心の中で歌う数字を選び、みんなで歌う。

3）歌わない数字の部分で楽器の音を入れてあそぶ。

①四人のグループで使う楽器をそれぞれ決める。
②打つ順番を決めて、指導用ＣＤの伴奏音源に合わせて表現する。

③楽器を交換したり、二人ずつ打ったり、歌わない数字を変えたりして、グループ
で音源に合わせて表現する。

④グループごとに二次元コードの動画から自分たちに合った速度を選び、グループ
で考えた楽器の音を入れて歌と合わせる。

＜例＞ １回目：タンブリン、２回目：すず、
３回目：カスタネット、４回目：トライアングル

ほかの数字も抜いてみたいな。
速くなってきたら、「２」も
一緒に歌っちゃった。もう
１回チャレンジしたいです。

２を抜いて歌ってみよう。

１ ３ ４ ５ ６ ７ １ ３ ４ ５ ６ ７ …

抜いた数字を心の中で歌うとみんなの歌声が揃いますね。
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グループごとに、歌わない数字を１～３個選び、手（足）拍子や膝打ち、楽器の音を
入れてあそぶ。

2

＜「１～３」を歌わずあそぶ例＞

1）四人のグループで、歌わない数字を１～３個選び、そこで打つ二つの楽器を決める。

2）１回目：手（足）拍子や膝打ちなどを、抜いた数字の部分に入れる。
２回目：楽器の音を、抜いた数字の部分に入れる。

四人のグループで、抜く数字を１～３個決めて、そこに手拍子や足拍子、膝打ち、ま
たは二つの楽器を入れてみましょう。相談タイムは30秒です。
決められたら、リーダーの人が手を挙げて教えてください。

手 手 手 ４ ５ ６ ７

膝 膝 膝 ４ ５ ６ ７

手 手 手 膝 膝 膝

手 手 手 ４ ５ ６ ７

４ ５ ６ ７

４ ５ ６ ７

４ ５ ６ ７

１回目

２回目

＜歌わない数字と楽器の音の入れ方を変えた例＞
「３」を抜き、そこに二人ずつ音を入れる。

１ ２ ４ ５ ６ ７ １ ２ ４ ５ ６ ７

１ ２ １ ２ １ ２ ４ ５ ６ ７

参考音源
（タップまたは読み取り）

－ 4 －
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・始めは、ゆっくりと歌に合わせ、あそび方が分かったら、伴奏音源（カラピアノ）
に合わせるようにします。特に、幼保の園児と一緒に行うときは、園児たちの
状況に応じて速度を決め、慣れてきたら音源に合わせて活動するようにします。
指導書伴奏編の楽譜ではq＝132～144となっていますが、q＝116ぐらいか
ら始めて、様子を見ながらだんだん速くしていくと、より緊張感をもって楽し
めます。

・そのほかのあそび方については、「小学生のおんがく１」指導書実践編P.15に
も記載されています。

・授業でまだ楽器を扱っていない場合は、幼稚園などで使ったことのある楽器に
限定し、持ち方などを確認しながら活動を進めるようにします。音を出すこと
に夢中になって乱暴な扱いになりがちですので、音を出さないようにしてすず
などの楽器を一人ずつ回していく「楽器回し」をしておくと効果的です。また、
日頃から楽器を丁寧に扱う習慣を身に付けておくことも大切です。

ポイント

３ 「セブン ステップス」の後半のリズムに着目し、リズムあそびをする
即興的に４拍のリズムをつくって２回繰り返すと、８拍になることに気付く。拍にのっ
て即興的につくったリズムを　　　　　　　　　  とつなげて表現し、リズムのまとまり
を感じ取る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のリズムを手拍子で打つ。1

　　　　  の部分のリズムを変えて新しいリズムを即興的につくり、それを手拍子で
打ってつなげる。

2

幼稚園の運動会で、応援するときに「ちゃっ 
ちゃっ ちゃっ～」ってお父さんがこのリズ
ムで応援していました。

このリズム、どこかで
聴いたことがあるよ。

1）指導者が打つリズムを聴いて、リズムあそびに興味をもつ。

どこかで聴いたことがあるリズムですね。みんなが「うたって なかよく なろう」
で見付けて歌った「ちゅうりっぷ」の始めの部分もこのリズムですね。
　　　　　  のリズムを一人一人変えてつなげてみましょう。
まずは先生がつくってみるので、そのあとにつなげて手拍子を打ってください。

＜例＞
指導用オルガンのメトロノーム機能やリズムボックスを活用しながら、指導者が
リズムを打つ。

２段目へ
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2）ペアで1）の呼びかける役とこたえる役を決め、役割を交替しながら即興的にリズム
をつなげて表現する。

3）一人一人が即興的に４拍のリズムをつくって２回繰り返し、学級全体で打つ
　　　　　　　　　  とつなげて表現する。

※１回目と２回目は、続けなくてもよい。

＜前奏　　　　　　　　　  を加えたリズムあそびの例＞

３段目へ

２段目へ

４段目へ

（続ける）

２段目へ

（続ける）

今度は二人で、先生が打った　　　　　　　　　　　  の部分のリズムをつくる人
と、みんなが打ってくれた　　　　　　　　　　　 を打つ人を決めて、リズムを
つなげましょう。２回ずつ交替しながらリズムあそびをしてください。

二人でリズムをつくったりつなげたりできましたね。今度は、全員でつなげますよ。
一人一人がつくるのは４拍分でそれを２回繰り返すのでしたね。では、前奏も入
れてやってみましょう。

先に私が　　　　　　　　　　　 の部分のリズムをつくるね。

２回目は違うリズムで打ったんだね。次は私がつくるね。どうしようかな。

前奏

※１回目と２回目は、続けなくてもよい。

２段目へ

（続ける）

参考音源
（タップまたは読み取り）
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本活動の活用の仕方

常時的な活動として位置付ける

「セブン ステップス」の今日の体の動かし方を決めてあそぶ。

子供たちのアイディアを基に、体の動かし方を決めて歌いながらあそぶ。●

１

1）子供たちの体の動きのアイディアから、「今日は◯◯さんの　　　　　の動き（１回
目：左胸を右手で打つ、２回目：右胸を左手で打つ）を付けて歌いましょう」など、
学級全体の動きの一部分に子供のアイディアを入れて歌う。

2）「１～７」の数字と「・」を分担し、担当する数字だけ歌ったり、動きを入れたり、
手拍子や楽器の音を入れたりしてあそぶ。

１ ２ ３

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

A B C D E F G
手 胸 膝 肩 足 頰 頭 挙手

＜動きの例＞

4）　　　　　　　　　  の部分のリズムを即興的に変えて、「セブン ステップス」の歌
に合わせる。

＜例＞

１ ２ ３１ ２ ３

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

・本活動で示した「セブン ステップス」の音楽あそびは、拍にのる感覚を身に付け
るとともに、　　　　   、　　　　　　　　　  の短いリズムのまとまりを感じ
取っていくことができ、これからの音楽学習の礎になります。

・活動内容　 は、　  の歌あそびからリズムあそびへと発展した活動で、第１学年「こ
とばで リズム」や第２学年「がっきで おはなし」、第３学年「手拍子でリズム」
の導入にもなります。

・幼保小連携での学習としては、　  で一緒に体を動かしながらあそぶだけでなく、
　 、　 で、一緒に楽器を打ったりリズムをつくったりする活動を行うことを通し
て、楽器に対する意識を高め、楽器やリズムなどについての学びを確かなものに
することができます。

・ここで示した音楽あそびは、ほかの教材でも応用することができます。様々な音
楽あそびを通して、音楽科ならではの幼保小の連携が広がり深まっていくことを
願っています。

ポイント

（歌）

（手（足）拍子や膝打ち）

３ ２

１

２ ３

－ ７ －



2）つくったリズムを使ってリレーする。

＜例＞
・一人ずつ順にリレーする。

（続ける）

・各自のつくったリズムを学級全体で模倣してつなげる。

２段目へ

３段目へ

（続ける）

活動内容　 を活用して、　　　　　の部分のリズムを変えて、歌に合わせたり、リ
ズムリレーしたりしてあそぶ。

●

1）つくったリズムを伴奏にして歌う。

・列ごとに分担する、一人ずつ分担する、一人が二つの数字を担当するなど、
分担の人数を変える。

・手拍子や動きを楽器の音に変える。

次のように、様々なバリエーションで楽しみながら拍やリズムのまとまりを
感じ取るようにします。

ポイント

＜例＞

A：　 、B：　  、C：　 、D：　 、E：　 、F：　  （高）、G：　  （低）、 
・ : 声で「ウン」

「セブン ステップス」でリズムあそびをする。

１ ２ ３

＜つくったリズムの例＞

＜伴奏例＞

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（続ける）

３

＜例＞の参考音源
（タップまたは読み取り）

－ ８ －
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第１学年 題材２「はくを かんじとろう」（教科書P.14～21）1

第１学年 題材３「はくに のって リズムを うとう」（教科書P.22～31）2

1）「手拍子で リレー」（教科書P.15）の応用として、　　　　　や　　　　　　　　　  
でリレーあそびをする。

2）「じゃんけんぽん」（教科書P.18）で　　　　　　 や　　　　　　などが、
　　　　　　　 の三つ打ちのリズムでできていることに気付き、リズム唱したりカ
スタネットの持ち方を確認して演奏したりする。

２ 題材の学習と関連付ける
拍にのって表現したり、リズムをつくったりする。

3）「じゃんけんぽん」の歌に合わせて、　　　　　 の部分（　　　　　　、
　　　　　　など）を手拍子やカスタネットで打つ。

4）「みんなで あそぼう」（教科書P.20）で、七つ打ちのリズム　　　　　　　　　  に
なっている歌詞を見付け、その部分（　　　　　　　　　　　　など）を手拍子や
カスタネットで打つ。

・１年生の学習では、旋律をつくる学習においても、　　　　   が中心となります。
ここでは４分の２拍子で表現されますが、「三つ打ちのリズム」として様々な場面
で「セブン ステップス」の音楽あそびを応用してください。

ポイント

たん たん たん うん

じゃん けん ぽん

ぐう ぐう ぐう

み ん な で あ そ ぼう

　　　　　の三つ打ちのリズム、　　　　　　　　　　の七つ打ちのリズムの学習にお
いて、　　　　　　 や　　　　　　、　　　　　　　　　　　　などのリズムを思い出
しながら、リズムを打ったり、リズムに合う言葉を考えて簡単な音楽をつくったりする。

１ ２ ３ ぐう ちょき ぱあ み ん な で あ そ ぼう

ぐう ちょき ぱあ

ちょき ちょき ちょき

第２学年 題材６「くりかえしを 見つけよう」（教科書P.38～43）
題材の導入時に活用して、何が繰り返されているかに気付く。

3

1）「セブン ステップス」を歌い、歌詞やリズムが繰り返されていることに気付くとと
もに、旋律の音の高さや違いを感じ取る。

１年生で学習した「セブン ステップス」の旋律には、同じところと違
うところがありました。気付いた人はいますか。歌いながら、分かっ
たことを教えてください。

手拍子や楽器で演奏したね。　　　　　　　　　　　 が何回も出て
きたよ。

リズムは同じだけど、音の動きが違うのかな。もう一度歌って確かめ
たいな。

－ ９ －



2）「かねが なる」を歌って、旋律の音の動きを確かめながら、旋律の繰り返しに気付く。

「セブン ステップス」の歌詞は数字だけで、リズムは
　　　　　  と　　　　　　　　　　　 の二つの繰り返し
でした。旋律の音の動きは、似ているけど変わっていましたね。

「セブン ステップス」の旋律の動き

こんなに音が飛んでいたんだね。同じ１２３４～でも音の飛び方が違
うね。

「かねが なる」は、歌詞は違うけど、旋律が２回ずつ繰り返されているんだね。
「セブン ステップス」とは違う繰り返し方だね。

第２学年 題材７「がっきで おはなし」（教科書P.46、47）
リズムの特徴をつかんでつなげる。

4

1）「がっきで おはなし」の　～　のリズムを数字で歌い、リズムを覚える。
８分音符の裏拍は「ト」と発音し、２分音符の２拍目は心の中で数える。

2）　～　のリズムから一つまたは二つ選び、数字でつなげて表現する。
＜例＞

3）楽器を選び、 　～　のリズムに合ういろいろな音で表現する。

＜例＞

4）ペアになり、呼びかけとこたえの役を決めて、二人のリズムをつなげる。

イ ウ エア

１ ２ ３（ウン） １ ２ト ト３（ウン） １ ２ト３（ウン） １ （２） ３ （４）

・２年生の学習でも、　　　　　のリズムを基に、４分音符を分割したり合わせたり
したリズムや旋律をつくっていきます。このとき、リズム唱を活用することもで
きますが、子供になじみのある言葉や数字などに置き換えるとリズムを覚えやす
くなります。１年生で学習した「ことばで リズム」での言葉を活用することもで

ポイント

エア

　＋　＝１２３（ウン）｜１２３（ウン）｜
　＋　＝１２３（ウン）｜１（２）３（４）｜エア

エア

ア ア

きます。ここでは、拍を意識する際、裏拍の意識が重要になることを踏まえて、「セ
ブン ステップス」の歌詞のようにリズムを数字に置き換え、裏拍を「ト」で表現
しています。まず、言葉や数字、リズム唱などでリズムを把握しておくと、3）で
無理なく表現することができます。動画

（タップまたは読み取り）

エア
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第３学年 題材４「拍にのってリズムをかんじとろう」（教科書P.30～35）
　　　　  や　　　　　　　　　 などのリズムのまとまりを意識して表現する。

5

1）「ゆかいな木きん」（教科書P.30）のリコーダーや鍵盤ハーモニカ２の旋律に、
　　　　　のリズムが使われていることに気付きながら演奏する。

①音源を聴きながら、歌を覚えて歯切れよく歌う。

②鍵盤ハーモニカ１の旋律を階名唱して旋律の繰り返しに気付き、鍵盤ハーモニカ
や木琴で演奏する。

③リコーダーや鍵盤ハーモニカ２のパートをリズム唱したり階名唱したりして旋律
を覚え、　　　　　のリズムが多く使われていることに気付く。

④旋律の反復に気付きながら、各パートをそれぞれの楽器で演奏する。

リコーダーの旋律には、　　　　　　がたくさん使われているね。３段
目は同じ旋律が繰り返されているよ。あれ、２段目と４段目は主な旋
律はちょっと違うけど、リコーダーと鍵盤ハーモニカ２の旋律は同じ
だから演奏しやすいね。

よく気が付きましたね。では、繰り返しの旋律に気を付けながら、それ
ぞれのパートをまず演奏してみましょう。ほかに気を付けたいなと思う
ことや、こうするといいと思うことがあったら、みんなに伝えてください。

・２年生の学習でも、　　　　　のリズムを基に、４分音符を分割したり合わせたり
したリズムや旋律をつくっていきます。このとき、リズム唱を活用することもで
きますが、子供になじみのある言葉や数字などに置き換えるとリズムを覚えやす
くなります。１年生で学習した「ことばで リズム」での言葉を活用することもで

きます。ここでは、拍を意識する際、裏拍の意識が重要になることを踏まえて、「セ
ブン ステップス」の歌詞のようにリズムを数字に置き換え、裏拍を「ト」で表現
しています。まず、言葉や数字、リズム唱などでリズムを把握しておくと、3）で
無理なく表現することができます。

⑤演奏する旋律を決めて合奏し、楽器を交替しながらバランスのよい演奏を目指す。

＜合奏分担の例＞（35人学級の場合）

＜例＞

鍵盤ハーモニカ１：８人、木琴（楽譜の　　　の部分）：２人
リコーダー：15人、鍵盤ハーモニカ２または低音楽器：５人
残りの５人は聴き役

2）「手拍子でリズム」（教科書P.34）の導入時に活用し、
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の特徴に気付き、同じまとまりを意識し
てリズムをつくる。

①「セブン ステップス」の５～８小節目のリズムと同じであることを思い出し、活
動内容　 を活用して、「手拍子でリズム」の前半のリズム（小さいまとまり）を
即興的につくってつなげる。

２段目へ

３段目へ

（続ける）

３

即興的につくる

－ 11－



＜例＞

②同様に、後半のリズム（大きいまとまり）を即興的につくってつなげる。

③小さいまとまりと大きいまとまりを意識しながら、４分の４拍子で４小節のリズ
ムをつくる。

ⅰ）二次元コードコンテンツでリズムを確かめながら、自分でまとまりを感じら
れるリズムをつくり、手拍子で表現する。

ⅱ）自分の気に入ったリズムをタブレットで録画または録音し、二次元コードコ
ンテンツでつくったリズムと同じ表現になっているか聴き比べながら表現す
る。

ⅲ）四人のグループになって聴き合い、互いのよさを認め合う。

２段目へ

３段目へ

（続ける）

・「セブン ステップス」の５～８小節目のリズムは、３年生のリズムづくりにつな
がっていきます。それまでに、４拍や８拍のリズムあそびをしておくと本学習を
無理なく行うことができます。活動内容　　  では、４拍のリズムを繰り返して
つくることを紹介していますが、上記のように、後半のリズム（大きいまとまり）
についても即興的にリズムをつくる活動をしておくと効果的です。

ポイント

即興的につくる

３ 2
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